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岡
山
の
医
師
ら
派
遣
へ

　
　
航
空
機
手
配
や
医
薬
品
準
備

　
　
「
少
な
く
と
も
回
天
以
上
が
死
ん
で
い
る
ら
し
い
」
。
七
日
朝
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
で
起
き
た
大
地
震
の
ニ
ュ
ー

ス
が
、
岡
山
市
奉
還
町
二
丁
目
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
曹
波
茂
代
表
Ｈ
主
催
）
の
会
場
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
グ
ル
ー
プ
別
の
討
論
会
を
開
い
て

い
た
と
き
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
急
き
ょ
医
痕
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
る
な
ど
、
素
早
い
立
ち
上
が
り
を
み
せ
た
。

　
参
加
者
約
五
十
人
が
ア
ジ

ア
、
中
南
米
な
ど
三
つ
の
地
域

‘
に
分
か
れ
討
論
を
し
て
い
た
最

中
、
会
場
の
受
付
で
待
機
し
て

い
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
会
員
ら
の
も
と

へ
、
通
信
社
の
フ
ァ
ク
ス
が
次

大
地
震
が
起
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
医
療
チ
ー

ム
を
派
遣
す
る
た
め
、
対
応
に
遮
わ
れ
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
瞥
波
茂
代
表
（
左
か
ら
二
人
目
）
ら
＝
岡

山
市
奉
還
町
二
丁
ほ
の
岡
原
交
流
セ
ン
タ
ヽ
り
で

々
と
送
ら
れ
て
き
た
。

　
’
「
死
者
が
百
人
以
土
で
て
い

る
模
様
で
、
ま
だ
増
え
る
見
通

し
」
　
「
シ
ニ
ン
ジ
ョ
ー
ラ
ウ
ト

村
で
は
家
屋
の
九
〇
％
が
全
半

壊
」

　
菅
肢
代
表
ら
は
、
『
会
場
か
ら

電
話
で
航
空
機
の
手
配
や
医
薬

品
の
準
備
に
追
わ
れ
た
。

　
情
報
を
確
認
す
る
た
め
、
会

議
に
参
加
し
て
い
た
静
岡
県
浜

松
市
の
聖
隷
三
方
原
病
院
の
岡

田
属
人
副
院
長
（
四
七
）
が
、
午
後

四
時
ご
ろ
、
現
地
の
情
報
会
社

に
確
認
の
フ
フ
ク
ス
を
送
り
、

約
二
時
間
後
に
被
害
情
報
の
連

絡
を
受
け
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
て
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
会
議
に
出
て
い

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
医
師
や
、

会
員
で
岡
山
市
の
三
宅
和
久
医

師
（
Ｊ
一
）
と
横
浜
市
の
服
部
肪
也

さ
ん
（
一
一
八
）
を
調
整
員
と
し
て
、

現
地
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　
菅
波
代
表
は
「
地
震
の
死
者

だ
け
で
な
く
、
病
気
が
広
が
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
設
立
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
働
く
よ

う
に
活
動
を
成
功
さ
せ
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。
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